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インタープリターズガイドブック
－意味の探求を促すガイドの技術

ジム・ブックホルツ、ブレンダー・ラッキー
マイケル・グロス、ロン・ジマーマン

山本風音　　　　山本幹彦　

発行：合同会社ラーニングアウトドア

発売日：2023 年８月　　

ページ数：352 頁

価格：3,080 円（税込）

　「人がどこかを訪れたり、何かのプログラムに参加したりするとき、 その人は単なる知
識や情報ではなく、より本質的な “自分にとっての意味” を求めている──。」1994 年に
出版された『インタープリテーション入門──自然解説技術ハンドブック』( 日本環境
教育フォーラム監訳、小学館 ) の大幅改訂版。自然や文化を解説し、人に伝える「インター
プリター」という仕事について、アメリカの国立公園を中心とした実践や考え方がまと
められています。知識や情報を一方的に伝えるのではなく、“意味のある” コミュニケー
ションを生み出すにはどうすればいいのか、「人に伝える」ことの基本的なアイデアが
詰まっています。

著：　

訳：　　　　　監訳：　

　SCF 書籍紹介コーナー　SCF 書籍紹介コーナー
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シッカとマルガレータ
戦争の国からきたきょうだい

　戦争を逃れ、家族と離れて平和な国へひとり旅立つシッカ。むか
える家族にはマルガレータという同じ年頃の女の子がいて、ふたり
は反発しあうも、次第にこころを通わせていくが……。戦争が引き
起こす問題を伝えるスウェーデンの絵本。

作／ウルフ・スタルク　

絵／スティーナ・ヴィルセン

訳／きただい えりこ

出版社：子どもの未来社

発売日：2023 年 5 月 10 日

仕様：AB 変、上製、42 頁

価格：1,700 円＋税

ISBN：978-4-86412-234-4

子どもの発達を支える多職種協働システム

　SCF 書籍紹介コーナー　SCF 書籍紹介コーナー

訳者：きただい えりこさんより
　この夏、スウェーデンのストックホルムで、絵本のイラストを担当されたスティー
ナ・ヴィルセンさんにお会いしました。
　絵本の背景にあるのは、第二次世界大戦下、フィンランドから多くの子どもたち
がスウェーデンへと疎開してきた事実です。まだ幼かったスティーナさんの母親も、
近所にそのような疎開児童がいて、よく一緒に遊んだそうです。スティーナさんは
今回、絵本のイラストを描くにあたり、母親から当時のようすを聞いて参考にした
そうです。登場人物の服装や家具はみな、母親の記憶をもとに細部までこだわって
描かれ、当時の姿をていねいに、私たちに伝えてくれています。
　当時を知る手がかりは、ストックホルムの町なかにも見つけることができます。
疎開児童を乗せた船が到着としたという港の近くには、7万人もの子どもたちがフィ
ンランドから逃れてきたことを伝える記念のレリーフがひっそりと飾られていまし
た。
　絵本のなかでは、マルガレータのお父さんとお母さんが、新聞で疎開児童につい

ての記事を読み、シッカを引き取ることにします。しかし、なかには、引き取り手の見つからない子や、引き取られた先
の家族とうまくいかなくなってしまった子もいました。幸いにもストックホルムには、古くからスウェーデンとフィンラ
ンドとの交流に尽力してきた、フィンランド教会があり、そうした子たちの受け入れ先を探す役割を担ったそうです。
　戦争が終わると、多くの子どもたちがフィンランドへと帰りましたが、スウェーデンで暮らしているうちにフィンラン
ド語を忘れてしまい、家族と意思の疎通ができずに、再びスウェーデンへ戻らざるを得なくなってしまった子たちもいま
した。こうした教訓もあってか、スウェーデンでは現在、外国ルーツの子どもたちの母国語教育に、とても力を入れています。
フィンランド教会でも今日、未就学児向けに、フィンランド語の教育の場を提供しています。
　もちろん、言葉が通じなくても、共通する部分や分かり合える部分はありますし、反対に、同じ言葉を使っていても、
相手を傷つけてしまうこともあります。大切なのは、相手を尊重し、理解しようとする気持ちを持つことではないでしょ
うか。そうした気持ちを持つことで、言葉の理解も進むように思います。そう、まさにシッカとマルガレータのように。

イラストを担当された

スティーナ・ヴィルセンさん
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SCF REPORTSCF REPORT

～私って、いいネ～～私って、いいネ～
～私って、いいネ～

★本事業は、（一財）自治総合センターが実施する「令和５年度コミュニティ助成事業」の助成を受けて実施されました。

２０２３
Oct/４～７
２０２３
Oct/４～７

「誰でも気軽に音楽を楽しめるように」「誰でも気軽に音楽を楽しめるように」

　そんな願いのもと、スウェーデンの音楽療法士と工業デ
ザイナーによって作られた楽器があります。それが “ブン
ネ楽器” と呼ばれる４種類の楽器です。
　SCF で は、2019 年 に オ ン ラ イ ン コ ン サ ー ト「SCF 
Hemkonsert」で初めてブンネ楽器を紹介してから、月一回
のブンネサークルをセンターホールで開催するなど、この
楽器の魅力を伝える活動に取り組んできました。
　そんな中、昨年 10 月にはブンネ楽器の制作に携わった
「Bunne Music AB」代表のアンデシュ・モス氏、そのご子
息のアクセル・モス氏、そして日本でブンネ楽器普及に尽
力されている国際ケアシステム株式会社代表のグスタフ・
ストランデル氏の三名をお招きして、北海道の方にブンネ
楽器を体験していただくイベントを開催しました。

左からアクセルさん、アンデシュさん、グスタフさん

　SCF では、誰でも楽器に
触れて演奏していただけるよ
うに、ブンネ楽器のうちの一
つ「スウィングバーギター」
を展示しております。他の楽
器に触ったみたい、または購
入したいというご相談も承り
ますので、お気軽にお問い合
わせください。

札幌の講演では、グスタフさんの指揮でみなさ
んすぐに楽器が弾けるようになりました

西当別小学校でも体験授業をおこないました

ブンネ楽器だけでなく、スウェーデンの
福祉制度についてもお話いただきました

SCF ブンネイベントはこちら！

“ブンネ楽器”“ブンネ楽器”
　スウェーデンの音楽療法士ス

テン・ブンネ氏が考案し、工業

デザイナーのアンデシュ・モス

氏と共同で制作した楽器です。

演奏するための技術や楽譜を読

む知識がなくても音楽を楽しめ

るように設計されており、現在

ス ウ ィ ン グ バ ー ギ タ ー、ミ ニ

ベース、チャイムバー、単音フ

ルートの 4 種類があります。

スウィングバーギター　　　ミニベース

チャイムバー　　 単音フルート







■今回販売敷地面積：468.87 ㎡（１区画）  （１区画）

     （１区画）

～872.30㎡ 
■今回販売価格：1,418.3万円     ～   2,506.8   万円　　　　　　 　　　  
■今回販売区画数：5 区画

ウエスト地区好評分譲中！
札幌市街、
石狩湾を望む
街区です。

（特-4）

            （１区画）
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